
エッジ・コンピューティングを軸として
FAの新たな付加価値を創出する産業用PC誕生
FA 機器で長年の実績を誇る三菱電機が、次世代を見据えたリアルタイム制御とエッジ・コンピューティングの
融合を目指し、インテル® プロセッサー搭載の Edgecross 対応・産業用 PC「MELIPC*」 を開発。

課 題
・  生産現場と IT システムとのやり取りにおいて、ネットワーク・トラフィックの増加や
	 フィードバック・レイテンシーの増大が発生

ソリューション
・ 	現場側でデータを集約し分析するエッジ・コンピューティングにより、製造品質、
	 生産性の向上、設備の予防保全を実現

導入効果
・ 	開発、生産、保守全般にわたるトータルコストの削減を実現し、
	 モノづくり企業の競争力を強化

スマート・ファクトリーを進化させる
エッジ・コンピューティング

ドイツで提唱された「インダストリー 4.0」 を

1 つの契機に、モノづくりの現場に IT を導入

して、オペレーションの効率化、品質の向上、

さらには機械や設備の故障予知などを実現

する、いわゆるスマート・ファクトリーに対す

る取り組みが広がりを見せています。 最近で

は大手の製造業だけではなく中小規模の工

場においてもスマート・ファクトリーの考え

方を導入して競争力を高めようという動き

が活発化してきました。

スマート・ファクトリーを構成する重要な要

素の 1 つが、 さまざまなモノからデータを集

め て 見 え る 化 す る 「 IoT」（Internet of 

Things） です。 現場の設備やセンサー（モノ

＝ Things） をネットワークに接続してデータ

を集め、 それらのデータを分析することで新

たな価値を生み出そうという IoT は、作業の

効率化やタクトタイムの短縮、歩留りの向上、

製品品質の改善、 機械や設備の異常検出、

標準作業や動線の見直しなどで、 着実な成

果を上げはじめています。

一方で、スマート・ファクトリーや IoT を実践

する上で、 現場から集めたデータをどこで処

理すべきか、という問題が浮上してきました。

クラウドを含む上位の IT システムにセンシン

グしたすべてのデータを送っていたのでは

ネットワークのトラフィックが増加し、 分析

結果をフィードバックする際のレイテンシー

（遅延） も大きくなってしまうからです。

そこで考え出されたのが、分析などの処理を

上位システムではなく現場側で行う「エッジ・

コンピューティング」 です。 エッジとは言葉

のとおり「端」 の意味で、機械学習（人工知能）

を含む高度なアプリケーションをエッジ側に

導入することで、上位システムの処理負荷分

散のほか、ネットワーク・トラフィックの軽減、

およびフィードバックの高速化を図ろうとい

う狙いです。
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エッジ・コンピューティング用
産業用 PC を三菱電機が発売

「MELSEC*」ブランドを中心とした FA システ

ムを長年にわたって手掛けてきた三菱電機も

以前からスマート・ファクトリーの実現に取り

組んできました。 FA と IT の統合によって工場

の見える化や最適化を図る同社の 「e-F@

ctory*」（イー ・ファクトリー） のコンセプトは、

この分野の先駆けともいわれています。

同社はe-F@ctory*をさらに発展させるには、

エッジ・コンピューティングが重要だと考え

ています。 生産現場と IT システムとのやり取

りにおいて、 ネットワーク・トラフィックの増

加やフィードバック・レイテンシーの増大な

どの課題を解決するには、エッジ・コンピュー

ティング領域でのデータの一次処理や、現場

へのフィードバックが重要になるからです。

そして今回、 制御用途やエッジ・コンピュー

ティング用途向けの産業用 PC「MELIPC* シ

リーズ」 を発表しました。（図 1、図 3）。 次の 3

モデルがラインナップされています。

デュアル OS のハイエンド機から
ゲートウェイのローエンド機まで

・MI5000
リアルタイムな分析・診断を実現したフラッ

グシップ・モデルである MI5000 の最大の特

長は、VxWorks* と Windows*、2 種の OS を

搭載し、リアルタイムな装置制御と情報処理

機能を 1 台に集約した点です。 VxWorks* の

リアルタイム制御により、 各種センサーなど

の信号を高速に処理して装置を制御するこ

とができ、 Windows* により、 多彩なアプリ

ケーション、豊富な周辺接続機器との連携を

容易に行えます。

プロセッサーには高性能なインテル ® Core ™ 

i7-5700EQ プロセッサー（2.60GHz） を

Windows* 10 IoTとVxWorks*のデュアル環境
リアルタイム性と使いやすさを両立

搭載。 主メモリーには信頼性の高い ECC 

タイプを採用しています。

OS は、汎用性の高い Microsoft*  Windows* 

10 IoT Enterprise 2016 LTSB と、 リアルタ

イム OS として定評のあるウインドリバー ・

システムズ社の VxWorks* 7.0 の 2 つをバー

チャルマシン上に搭載。 リアルタイム性に優

れる VxWorks* 7.0は ms オーダーやμ s オー

ダーでの精度の高いデータ収集に最適。 また、

三菱電機が従来から提供してきた C 言語コン

トローラと互換性があり、 C 言語コントロー

ラ・ユニット専用関数（CCPU 関数） をサポー

トしているため、 C 言語で記述した制御用ソ

フトウェア資産がそのまま使えます。

2016 LTSB は、データ分析などのアプリケー

ション・ソフトウェアの実行に適します。 最新

の機械学習技術を活用したソフトウェアも市

場には豊富に出ています。

それぞれの OS はバーチャルマシンによって

別々のメモリー空間が割り当てられるなど、

独 立 性 が 確 保 さ れ て い る た め 、 例 え ば

Windows* 10 上のアプリケーション ・ ソフ

トウェアの動作が異常になったとしても、

VxWorks* 上の制御ソフトウェアに影響が

及ぶことはありません。 なお、 双方の環境間

でデータ （メッセージ） をやり取りできるよう

に、メモリーを共有する API（MELSEC* 通信

関数） がサポートされています。

そのほかの特徴として、MI5000は FA 分野に

おいて業界標準ネットワークの 1 つになって

いる CC-Link IE フィールドに対応している

ため、同インターフェイスを備えるさまざまな

機器から最速1ms でデータを収集できます。

・MI2000
ミドルレンジ・モデルである MI2000は、生産

現場のデータ診断・監視に最適なモデルです。

プロセッサーにはインテル® Core™ i3-6102E 

プロセッサー（1.90GHz） を搭載。 OS は、

Microsoft* Windows* 10 IoT Enterprise 

図1． �IT システムと生産現場とをつなぎ、リアルタイムでのデータ収集や遅延のないフィードバックを実現する、
三菱電機が考えるエッジ・コンピューティング
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2016 LTSB、 リアルタイム性がそれほど要求

されないデータ収集や簡易的な分析処理に

は十分といえます。

また、MI5000にない特徴として、PCI スロット

（ハーフサイズ） および PCI Express* スロット

（ハーフサイズ、x1〜 x16） を備えているため、

さまざまなインターフェイス・ボードを増設す

ることで機能の拡張が可能であり、 ネット

ワーク・ボードを活用した生産情報の収集や、

入出力ボードを活用した装置制御など、ユー

ザーの目的に応じたフレキシブルなシステム

構築が可能となります。 また、大容量のデータ

を蓄積できるように、2.5インチサイズの SSD

または HDD を 2 基搭載できるようになって

います。 さらに、ファンレスにより、交換・清掃

などのメンテナンスが不要となります。

・MI1000
IT システムへのゲートウェイに最適な小型・

低コストモデルです。 プロセッサーは Intel 

Atom® E3826 プロセッサー（1.46GHz）。 OS

は MI2000 と同じく Microsoft* Windows* 

10 IoT Enterprise 2016 LTSB がプリインス

トールされます。

高さ 26mm ×幅 180mm ×奥行き 150mm

（AC アダプター含まず） というコンパクトな

筐体が MI1000 の特徴で、 もちろんファンレ

スで動作し、既存設備のわずかな空きスペー

スにも設置が可能です。 コンパクトながら

USB 2.0 × 4 ポート、RS-232 × 2 ポート、RS-

485×1ポートを装備しており、センサーや制

御機器などからデータを集約し、 必要に応じ

て軽度な前処理（例えばノイズ成分の除去）

などを行ったのちに、 上位の IT システムへと

渡します。

画像処理などのサンプルを提供
ユーザーシステムの開発を支援

MI5000用エンジニアリング・ツールが「CW 

Workbench 4」 です。 VxWorks* 上のアプリ

ケーションを開発でき、 プログラムのソース

コード編集、コンパイル、ソースコード・デバッ

グといった基本機能を備えた統合環境で、

Eclipse Foundation が提供する業界標準の

ツール環境である Eclipse* 上で動作します。

Eclipse* 用のサードパーティー ・プラグイン

を組み込めば、多言語化やソースコード管理

など機能拡張も図れます。

三菱電機ではユーザーのアプリケーション

開発を促進するために、 MI5000 を対象に、

画像処理による検査やモデルベース開発に

よる監視・制御など、 ユーザーのアプリケー

ションを想定したサンプルプログラム 「ソ

リューションテンプレート」 を提供しています。

この 「ソリューションテンプレート」 には、

対応機器・ソフトウェアの組み合わせと接続

方法の例示や、 対応機器・ソフトウェアとの

連携を行うために必要なプラグインが用意

されています。 ユーザーの目的や使用用途に

応じたものを選択し、システム設計のベース

にすることで MELIPC* のアプリケーション

開発を容易に行うことができます。

エッジ・ソフトウェアの共通基盤である
「Edgecross」 に対応

Edgecross とは、 Edgecross コンソーシアム

が提供する、FA と IT を協調させるオープンな

日本発のエッジ・コンピューティング領域の 

ソフトウェア・プラットフォームです。 Edgecross

コンソーシアム会員は、 エッジ領域で稼動

監視、予防保全、データ分析などを行うアプリ

ケーション・ソフトウェアのエッジ・アプリケー

図2． MELIPC* によるデータ収集およびデータ分析の概要
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ションや、生産現場のあらゆるデータを収集す

るソフトウェアのデータコレクターなどを開発・

販売することが可能になります。 三菱電機は、

Edgecross の普及団体である一般社団法人

Edgecross コンソーシアムの幹事会社として、

プラットフォームの普及に努めています。

今回、 同社は 「Edgecross」 に対応し産業 

用 PC で動作するソフトウェア製品群（iQ 

Edgecross※１） として、 AI を搭載し生産現場

の予防保全や品質向上に貢献するデータ

分析 ・ 診断ソフトウェア 「リアルタイムデー

タアナライザ」 と、ネットワークを介して生産

現場の機器のデータを Edgecross に取り込

むことが可能な「データコレクタ」 4 機種を

発表しました。
※ 1：�三菱電機が提供する、 Edgecross 対応ソフトウェア製品群の

ブランド名称

「リアルタイムデータアナライザ」 は、 オフラ

イン分析とリアルタイム診断を 1 つのソフト

ウェアで実現でき、AI 技術と多様な統計分析

手法を搭載しています。 同社 AI 技術ブランド

である Maisart* の「類似波形認識技術」 に

より、 AI が波形データの学習・診断をするこ

とでリアルタイム診断時の診断精度を向上す

ることが可能になります。

また、分かりやすい GUI により効率的にオフ

ライン分析、 リアルタイム診断をプログラム

レスで実現可能です。

三菱電機では MELIPC* 全機種に Edgecross

の基本ソフトウェアと SLMP （Seamless 

Message Protocol）対応のデータコレクター

をプリインストール。 基本ソフトウェアから、

データ収集、データ加工、診断、フィードバッ

クなどの処理をグラフィカルに管理すること

ができます。 また、 MELIPC* の入力インター

フェイスからのデータ収集はデータコレクター

が担います。

特にリアルタイム性に優れる VxWorks* を搭

載する MI5000 は、 「CC-Link IE Field デー

タコレクタ」 がプリインストールされており、

モーターの駆動電流や変位センサー出力な

どを、 収集周期：最高 1ms、 タイムスタンプ

精度 ： 最高 1 μ s でデータを取り込み、 メモ

リー共有 API （MELSEC* 通信関数） を通

じて、 「リアルタイムデータアナライザ」 でリ

アルタイムな分析を行うことができます。

e-F@ctory* で FA 業界をリード
エッジ領域でも新たな価値を提案

現場の機械や設備からデータを集め、それら

の分析を通じて新たな価値を生み出そうとい

う IoT は、モノづくりの効率を高め、不良を減

らし、 「チョコ停」 を含む生産ラインの停止を

未然に防ぎ、 ひいては企業の収益を増やし

競争力を高めます。

エッジ・コンピューティングは IoT をさらに一

段階深めるコンセプトであり、エッジ側（現場

側） で高度なデータ活用が実現できるととも

に、 現場（OT：Operational Technology） と

情報システム （IT） とを結ぶ重要な役割を担

うとして期待されています。 Edgecross のよ

うな業界標準プラットフォームの登場も、

エッジ・コンピューティングのこれからの普及

を後押ししてくれているといえるでしょう。

「MELSEC*」ブランドを中心とした FA システ

ムを長年にわたって手掛けながら、 近年は

スマート・ファクトリーを具現化した「e-F@

ctory*」 によって新しいモノづくりの形を示し

てきた三菱電機は、MELIPC* を通じて、ユー

ザーの現場改善を強力に支援していきます。

インテルも、 さまざまなプロセッサー製品や

IoT プラットフォームを通じて、スマート・ファ

クトリーやエッジ・コンピューティングの実現

をサポートしていきます。
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図3． 三菱電機が提供するエッジ・コンピューティング向け産業用 PC「MELIPC*」
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